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経済政策の体系における







的な刻印あるいは経済に対する国家の典型的な行動である」 ( Ein historisch” 
er Typ der staatlichen Gestaltung von Wirtschaftsordnung und Wirtscha-
ftsprozeβ （Ziel-Mittel-System), und zwar als praktische Auspr話gungeines 
















































概念を「含蓄のある重要な単位として現出する経済様式」 (als sinnvolle Ein-
heit erscheinende Wirtschaftsweise.) 3）と規定する。この経済様式は経済の
基本的な構成要素がある特定の形態を提示したものである。それは， 「特定の





































































資料： Gahlen,B. u. a. , Volkswirtschaftslehre. Eine problemorientie-
rte Einfilhrung, Miinchen 1976, S. 24 （ガー レン， B. ほか『国民




① マクロ経済策定の市場経済体制（das global gesteuerte marktwirtsch-
af tliche System) , 
② 部門別策定の市場経済体制（das sektoral gesteuerte marktwirtschaf-
tliche System), 
③ 中央策定的集団経済体制（das System der zentral gesteuerten Grupp-
enwirtschaft), 
④ 地方分権的集団経済体制（das System der dezentral gesteuerten Gr-
uppenwirtschaf t), 
⑤ 中央誘導管理経済体制（中央管理経済体制） ( das System der zentral 

























































資料： Schmidt,K. -H., Wirtschαftspolitik, Stuttgart 1979, S. 84 








支配的な 個別経済の 組織集団の 主管官庁の
所有形態 調整機構 支 西日 計 画
市 場 独占資本主義 国家資本主義
私的所有 集団討議 競争資本主義
集団契約 今日の資本主義 結合・国家資本主義
市 場 マクロ経済策定 マクロ経済策定
私的及び の市場経済 の集団経済
集団所有 部門別策定の 部門別策定の市場・構造策定 市場経済 集団経済
市場及 び
中央計画様式























































































































































資料： Tuchtfeldt,E., , Wirtschaftssysteme“， HdWW, Bd. 9, Tiibingen 














wirtschaf t），誘導市場経済（gelenkte Marktwirtschaf t），中央誘導経済
( zen tralgelei tete W irtschaf t）と三つの所有秩序の形態，すなわち，私的所有











資料： Kloten,N., ,,Zur Typenlehre der Wirtschafts劃 undGesellschafts-
ordnung“， Ordo, Bd. 7, 1955, S. 135 （クロー テン， N.「経済秩
































































































向性」を分類基準にして区分すれば， 「国家干渉主義の類型」 ( Typen des S-





































































ホップマンは，ハイエクの「構成主義的思惟」 ( kostruktivistisches Denk-
en）に関する基本的な研究却）に倣って， 「構成主義的干渉主義」 (konstruk-
tivistische Interventionismus）の概念を刻印しそれに由来する「実用的干渉
主義」 ( pragma tische Interventionism us）あるいは「厳格主義的干渉主義」



































ゾムバルトの2冊の著書『経済生活の秩序』 (Die Ordnung des Wirtscha-



















ゼラフィーム（H.-J. Seraphim）は著書『一般国民経済政策論』 (Theorie 




















ゾムバルトは2冊の著書『経済生活の秩序J(Die Ordnung des Wirt schαm 
-132 (578）一
ftslebens, Berlin) 1925年と『三つの国民経済学 一経済学の歴史と体系－j
(Die drei NαtionαJるkonomien.Geschichte und System der Lehre von 















































理念J (die I dee der W irtschaf t）について誤って「空間と時間を超越した理













『三つの国民経済学』の第13章「理解J (Das V erstehen）で、極めて重要な「理
解論j （この「理解」をゾムバルトは意味把握［Sinnerfassen］であり，本質


















① 「経済意向j (Die Wirtschaftssinnung）あるいは「主観的な精神j
(der subjektive Geist）。すなわち， 「経済人の真髄は目的設定，動機及び行
動規範を決定することである。 J54) 
② 「秩序を保つこと」 ( Geordnethei t）。すなわち，客観的で，つまり方
向を指示した比較的多くの拘束力のある計画があること。この第2の構成要素


















体制であるとゾムバルトは考え， 「経済体制j ( Wirtschaftssysteme）を
「経済の基本要素が常にある特定の形態を提示する経済様式，それも含蓄のあ
る重要な単位として現れる経済様式である」 ( eine als sinnvolle Einheit 
erscheinende Wirtschaftsweise bei welcher die Grundbestandteile der 
-136 (582）一




た経済様式である。」 (Es ist die als geistige Einheit erfaβte W irtscha-
ftsweise, die 1. von einer bestimmten Wirtschaftsgesinnung beherrscht; 
2. ein bestimmte stimmte Ordnung und Organisation hat und 3. eine 



















































von M匂lichkeiten）はある実状の考え得る可能性（die denk baren Mるglich-













































Arten des V erstehens）においてすべての「理解jは「意味理解」であるか










「経済体制のあり得る（潜在的な）構成要素の理解」 ( das V erstandnis der 


























制J(die Zusammenstellung dieser einzelnen Mるglichkeitenzu sinnvollen 


























ゾムバルトは， 「物の理解」 (Sa ch verstehen）を議論する場合には，経済体制













































verschiedenen M匂lichkeitender Gestaltung, denen das Wirtschaftsleben 












































① 資本主義前の経済体制（Dievorkapitalistischen Wirtschaftssysteme) 
この経済体制には様々な亜種がある。すなわち，原始社会の経済，村落経済，
大奴隷経済，大役農場経済（大隷属経済），手工業がある。
② 資本主義の経済体制（Daskapitalistischen Wirtschaftssystem) 
③ 資本主義後の経済体制（Dienachkapitalistischen Wirtschaftssysteme) 
この経済体制をゾムバルトは分類基準によって次の亜種に区別している。
(i) 誘導の重要な点に従って中央集権的経済体制（zen tralistische W i-
rtschaf tsysteme）と地方分権的経済体制（dezentralistische Wirtschaf tssys-
teme）に区別する。
(i) 計算方法に従って，貨幣経済体制（geldwirtschaf tliche Wirtschafts-
systeme）と物々交換経済体制（naturalwirtschaf tliche Wirtschaf tssysteme) 
に区別する。
(ii) 必要原則や貢献原則に基づく所得分配に従って，有償経済体制（ent-

























体制である。」 ( Eine Wirtschaftsutopie ist ein Wirtschaftssystem, das 


































































目すれば， 「人間の経済は経済体制なくして考えられないJ ( menschliche 
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